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初島に於ける銅虫佃精卵に就ての観察・

租垣元博

北里研究所寄生虫学部

（昭和 30年 5月21日受領）

緒 言

錮虫の無精卵（不受精卵）に就ては 1903年三浦， 西

内両氏が始めてその報告を発表されて以来，比較的報告

は少いように思われる。

吾々は 1951年 8月から約 3カ年に渉り熱海市初島に

於て，蝙虫揆滅作業を続けて来たが，それと同時に，私

は錮虫無精卵の消長に就て詳細な観察を行つた処，種々

の興味ある成績を得たので，効に報告する。

実験材粧並びに方法

実験材料は全て初島在住の島民 (1951年 8月現在 268

名）の便を以て行い約 3カ月毎に全島民の検便を行っ

て，必要に応じ 1カ月毎，叉は 1週間の連続検便をも行

った。叉方法は塗抹で一応 18X18mmのカバーグラス

3枚宛検査し，自然陰転を決定する際は 9枚検査をも行

った。叉錮虫卵検査ど同時に全島民の鉤虫卵検査も併行

的に行つたので，飽和食塩硫庶水（松綺氏法）による浮

源法検査も併せて実施したが，之は飽く迄附隙的に行わ

れたものである。

実験成績

(i)無精卵の有精卵に対する比率

集団駆虫を長期間継続して行く際再感染者中蕪精卵

陽性者の有精卵陽性者に対する比率が次第に大となつて

いくことは最近 2, 3の報告中にもみられているが，

吾々の実験i1こ於ても第1表の如く，次第に無精卵陽性者

の占める割合が大きくなつている。

即ち 1951年 8月の第1回検便時には， 吾々も末だ無

精卵に対する関心を持たなかつたので，その比率は明か

でないが， 1951年 12月の検便時に於ける再惑染者の有

精卵対無精卵の比率は 56:11で陽性者の 16.4彩であっ

たものが， 3月以降何れも著しく上昇して 30%から 50

,.. Investigation on unfertilized human ascaris-eggs 

in Hatusima Island. Motohiro Inagaki: (Depart-

ment of Parasitology, Kitasato institute for In-

fectious Diseases, Tokyo) 

第 1表初島に於ける錮虫再感染者数

検便回数 日時 陽性者数有精卵無精卵

第 1回 1951•8 147 

第2回 1951・12 67 56 11 
第3回 1952•3 56 32 24 

第 4回 1952・6 34 17 17 

第 5回 1952・9 74 50 24 

第 6回 1952・12 22 13 ， 
第 7回 1953•3 39 24 15 

第 8回 1953・6 70 41 29 

第 9回 1953・9 31 17 14 

第16回 1953・12 27 7 20 

第11回 1954•3 62 31 31・

形の間を上下し，約 3年後の 1954年 6月には 31:31で

陽性者の 50%になつている。

(ii)無精卵排泄者の継続的観察成績

無精卵排泄者に就ては， 3カ月前の検便時に陰性で

1952年 3月に陽性になつたもの 28名，同年 6月に陽性

になつたもの 17名，同年8月陽性になつたもの 17名，

同年9月に陽性になつたもの 7名， 同年 12月に陽性に

なつたもの 9名， 計 78名に就て駆虫を行わずにその経

過を観察した。

（イ） 無精卵の排卵休止に就て

第 2表に示す如く， 78例中僅かではあるが，明かに排

卵を一時休止する場合があることを知つた。之に就て庚

験当初は 1 回の検便に際し 18Xl8~ のカバーグラス

3枚の塗抹標本で検査した結果6例に於て，排卵を休止

するものを発見したがその後精細に検査した結果， 4カ

ノ←以上 9カバ-迄検査しなければ，厳密な意味で陰性

を決定することが出来ないことを知つたので， 1952年9

月からは，必ず 9カバサ検査を行つたが，それでも尚ぉ排

卵休止期を示すと思われるものが， 4例あった。就中そ

の中 2例に於ては，第3表に示す如く 1-2週間の連続

検便で，その中間に於て陰性の日を示していることは興

味深く，横川定氏の説を裏書しているもの•といえよう。

(46) 
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第 2表無精卵排泄者の長期観察成績

No. 氏名悴令塙梵lh脂 2"3・4 .. 5・5 .. 7・8 .. 9、.10 .. II』・12・ 13・/4・ 15、16・ 17、18"19 .. zo .. 21 22" 23・24 
1 新届（二） 12 ＋ ~-
2田中（吉）I 85 —+ 十一 ＋ ！ 

3新科（畏） 14 - + + -
4 ,, (三） 24 - ＋＋  -I ＋ 

5島田（仁） 2 -+ + + .J. ， 

6山本（れ） 22 - + —+ ＋ 

7新藤（小） 10 - + —+ ＋ 

8山本（千） 3 - + + + " 

9 、、 (jfi) I —+ + + ＋ 

10田中（硯） 40 - + —+ 
I 

11肖木（わ） 62 -+ ＋ - I 
12祈麻（と） !I 33 —+ ＋ ＋ 

13田中（大） 39 —+ + + ＋ 1-1 + I 
14 、、（俊）142i-

..L ｀ 
＋ ＋ 

15 " (佐）·o-31 —+ + + + + 

16杉本（正） 2・ —+ + + ＋ 十一

17田中（ヒ） 43 - .,.. '.,. ' +I 1+ I+' I 
,a I 中•石（金） 80 - +j ＋＋  iI +I+ I + I-- I-
19新蘇（月）:s2.-I+ ＋＋  ＋戸 I ! ート 1- I - I + 
20 ,. (二)j2 I —+ ＋＋  1+ 十 ＇ 十 1-1 
21杉本（い） 8 - + ＋ 十 ＋ 

22田中（春 2 —+ ＋ I ＋ ＋ 

23杉本（き） 12 - + ＋＋  _J..， . + + ＋ 

24橋ホ（勇）46 - + —+ I+ + + 

25田中（若） II —+ + + I ＋ ＋＋  '- ＋ 

26田治（宗） 41 -+ ＋ + + ＋ 

27坂下（ぎ） 60 - + ＋＋  +1 ＋ I+'+I 
28宮下（守） 18 -+ + ！＋ ＋ ＋ 

29 1]¥ JI¥(て） 30 - + + + + + + +1 十

30田中（栗） 64 - + —+ 
— ++ I I 

＋ ＋  +I 

31椅本（文） 18 - + + + ＋ + + '+ ! 
32新藤（ナ） 14 - ＋ + + 

丁
＋ ＋ ＋ ＋ 

33-山口（つ） 59 - + + + +.,l+ ＋ I+ ＋ 

34烏田（昭j 5, ― ＋ + I + i + ＋＋  ＋ 十 ＋ ＋ ＋ 

第 3表無精卵排泄者連続検便成績

No. 氏名 年令 闘 ½2 闘 6/2 ½ B/2 9/2 ％ ％ 2½ 2½ 喝 2½ ％ ％ 

1 田中（武 sR  R R R ®I 〶 (f) R R 〶 R ⑨ 〶
1952 

仇'2 ％ ％ 乃 ％ ％ ％ 1½ 2½ 2½ 吃 呪 弼 2½ ½ ％ 3% 

2岩本（卜） 39 ⑨ R ⑦ ギ （衿 ギ （平 （衿 平 （乎） 平 や や

註 ④ 無積卵十有精卵（＋）無精．有精混合卵 Cl 1カ/¥"ー内に1個

叉第2例に於ては偶然ではあつたが，検査途中，排卵 ．＜ ，排卵を休止していたものか，或はその雌虫が自然排

休止期が続いた後2日間無精卵のみ陽性で， 3日後無精 泄されて，再び他の雌虫が感染したものか不明であるか

卵が有精卵に転じ，以後約 2週間に渉つて，無精，有精， ら，かとる 6例は除外し確実に 2回以上連続して陰性を

混合の卵を排出し， 17日目からは有精卵のみを排出する 示したもの 33例引続ぎ陰転しないもの 1例計34例に就

ようになつたのも叉興味深い現象で，此の陰性期は錮虫 ての成績は第4表の如くである。

の交尾期間を示すものであつたのかも知れない。 即ち無精卵発見時より 6カ月以内に自然陰転したもの

（口） 雌錮虫の寿命に就て 10例， 6カ月以上 1年以内 11例， 1年以上 1年半以内

無精卵のみの陽性者78例中，自然陰転したもの 40例 11例， 1年半以上 2年以内 1例， 2年 6カ月以上尚お陽

に就て観察したが，検便期間が概ね、3カ月毎に行われて 性のもの 1例を算している。之等の例は何れも，発見時

いるので，一度陰転して次回陽転したものは，前述の如 より 1--3カ月前の検便時には陰性であったから，仮に

(47) 
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第 4表雌鯛虫の寿命

無精卵自然陰転迄の期間 例数

1カ月以内

゜2 
” 1 

3 I/ 
2、10

4 
” 1: 

5 f/ 5, 
I 

6 I/ 1 ） 

7 // 

8 り， f/ 
10 !/ 

]l グ

12 !/ 

]3 f/ 4' 

14 ，I 1 

15 1/ 1 
11 I 

16 グ 3 
1.7 I/ 

゜18 ，I 2 
19 I/ 1 
20カ月以上 1 

この 3カ月を加算するとしても 1年以内に自然陰転した

ものが 16例で 47%を占めるという成績を得た。尚お 2

年 6カ月を過ぎても未だに陽性である 1名は8カ月迄虫

卵数 1 カバ:~2-4 個を算していたものが 9 カ月目から
1 カバ:~9-12 個に増加している点よ りみて， この間に

雌虫が重感染したものではないか と思われる。

之によると，今迄錮虫の寿命は 1-2年とされている

が，単性寄生の雌綱虫に関する限り， ・1年以内のものが

少く ないと考えられる。

総括

私は 3カ年に渉る初島の錮虫撲滅作業中，錮虫無精卵

の排卵状況に就て観察し；次の如き成績を得た。

(1)集団駆虫を継続するに従つて，無精卵の有精卵に

対する比率は大となり， 当初全陽性者の 16.4%であつ

たものが， 3年後には 50形になつている。

(2)無精卵の排卵状況を観察していると，排卵を休止

する時期が膜いあるものと思わ柱る。

(3)単性寄生の雌錮虫の寿命は， 1年以内のものが，

全例の約半数を占めていることが明かとなつた。
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稿を終るに臨が終始懇切なる御指迎 と御校閲を賜つ

た，長野寛治部長に深 く感謝致します。

（本論文の要旨は昭和 27年 6月第 11回日本寄生虫

会関東地方部会及び昭和 28年 4月第 22回日本寄生虫

会総会で発表した。）
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Summary 

For three years since August, 1951, we were 
engaged in the Ascaris control program in Hatsu-
shima Island, Atami City, Shizuoka Prefecture. 
At that time I carried out a detailed observa・
tions on the change of unfertilized egg output, 
and interesting results were obtained. 
(1) In process of group elimination, the oc・

currence of unfertilized eggs among the total 
positive patients increased, i.e., at the oeginning 
the rate of unfertilized eggs against fertilized 
was 16.4 % , ・but it changed to 50 % after three 
years of control. 
(2) It was observed that t~e discharge of un-

fertilized eggs frequeptly discontinued. 
(3) In case of single-sex parasitism, it was 

recognized that, in about half of the cases, the 
life of female worm is shorter than one year. 




